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と
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戒

佐

藤

達

玄

階
代
仏
教
界
を
代
表
す
る
三
論
宗
の
吉
蔵

(
五
四
九
-
六
二
三
)
は
、

多
く
の
著
述
に
よ
つ
て
高
度
な
思
想
を
体
系

づ
け
て
、
「
二
蔵
三
輪
」

の
教
判
を
立
て
た
ほ
ど
の
碩
学
で
あ

っ
た
が
、
戒
律
専
門
の
著
述
が
な

い
た
め
、
各
処
に
散
説
さ
れ
た
も
の
を
通
し
て
、
か
れ
の
戒
律
観
を
探

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
論
で
は
、
ま
ず
吉
蔵
の
三
論
教
学
の
基
本
的
立
場
か
ら
、
戒
学

へ

の
手
が
か
り
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
吉
蔵

の
教
学

の
中
心

は
、
破
邪
顕
正
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
の
破
邪
顕
正

も
、
否
定
即
肯
定
の
論
理
の
展
開
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
否
定
の
外
に
顕

正
が
あ

る
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
吉
蔵
の
追
求
す
る
至
道
が
、
言

詮
不
及
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
道
の
徹
底
的
究
明
は
、
僧
俗
を
問
う

こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
「
中
論
」
巻
四
、
観
四
諦
品
に
、(1

)

若
不
レ依
二俗
諦
一
不
レ得
二第

一
義
一

不
レ得
二第

一
義
一
則
不
レ得
二浬
架
ー
。

と
い
う
よ
う
に
、
第

一
義
と
し
て
の
顕
正
の
世
界
は
、
世
俗
諦
に
お
い

て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
世
俗
諦
な
る
も
の

は
、
言
詮
不
及
の
第

一
義
を
背
景
に
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
理
は

現
実
を
否
定
し
て
は
、
把
握
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
凝
然

は

「
八
宗
綱
要
」
中
の
三
論
宗
の
部
に
お
い
て
、

一
切
衆
生
、
本
来
是
仏
。
六
道
衆
生
、
本
自
寂
滅
。
無
レ迷
亦
無
レ悟
。
堂

論
二成
不
成
一乎
。
故
此
宗
迷
悟
本
無
、
湛
然
寂
滅
。
然
仮
名
門
中
、
論
二於

迷
悟
、
成
不
成
ニ耳
。

と
い
っ
て
い
る
。
迷
悟
は
本
よ
り
な
く
、
衆

生
は
本
来
悟

つ
て
い
る
と

い
う
が
、
現
実
の
人
間
に
は
、
機
根
に
優
劣

が
あ
り
、
迷
悟
が
歴
然
と

明
白
で
あ
る
こ
と
を
、
見
逃
が
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
吉
蔵
は
な
ぜ

優
劣

・
迷
悟
が
あ
る
か
を
説
明
す
る
た
め
に
、
「仮
名
門
」
を
設

け
た

と
、
凝
然
は
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の

「仮
名
門
」
の
立
場
よ
り
み
る
限

り
、
成
仏
に
遅
速
が
あ
り
、
根
に
利
鈍
が
あ

る

こ
と
が
理
解

さ
れ
よ

う
。
下
根

の
衆
生
で
も
、
三
阿
僧
祇
劫
の
修
行
に
よ
つ
て
成
仏
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
が
、
菩
薩
は
三
阿
僧
祇

の
間
、
ど
れ
だ
け
の
段
階

を
経
る
修
行
が
必
要
で
あ
る
か
と
、
自
問
自
答

の
形
式
に
よ

つ
て
説
明

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
菩
薩
は
、
五
十

一
位
を
経
て
、
し
か
る
後

に
仏
果
に
至
る
と
み
て
い
る
。
即
ち
第

一
の
阿
僧
祇
劫
に
お
い
て
、
修

吉
蔵
と
大
乗
戒

(
佐

藤
)
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吉
蔵
と
大
乗
戒

(佐

藤
)

行
の
初
期
の
段
階
で
あ
る
十
信
よ
り
、
三
賢
の
位
と
し
て
の
十
住
、
十

行
、
十
廻
向
に
至
る
四
十
位
、
第
二
の
阿
僧
舐
劫
に
お
い
て
、
聖
者
の

位
で
あ
る
初
地
よ
り
七
地
ま
で
を
経

る
。
第
三
の
阿
僧
舐
劫

に
お

い

て
、
八
、
九
、
十

の
三
地
に
進
む
。
そ
し
て
十
地
を
過
ぎ
て
、
等
覚

の

位
に
至

る
ま
で
が
、
菩
薩
の
修
行
の
階
位
で
あ
り
、
等
覚
よ
り
仏
果
に

至
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
凝
然
は

「故
此
宗
立
二五
十
二
位
一也
」

と
い
っ
て
、
「菩
薩
理
路
本
業
経
」
の
説
を
導
入

し
て
、
五
十
二
位
説

を
の
べ
て
い
る
こ
と
は
、
得
道
が
容
易
で
な
く
、
菩
薩
の
修
行
が
、
決

し
て
易
行
道
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
ゆ

そ
れ
ゆ
え
吉
蔵
は
、

こ
の
成
仏
に
至
る
ま
で
の
菩
薩
の
修
行
は
、
当

然
の
こ
と
と
し
て
、
仏
戒
を
奉
行
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
「
百
論
疏
」

巻
上
に

修
行
次
第
、
要
前
離
レ過
、
然
後
受
レ戒
、
息
二於
鹿
垢
ー
、次
行
二善
法
ー
、除
二

(2
)

於
細
垢
ー
。内
外
清
浄
、
方
可
レ受
二聖
道
染
一也
。

と
い
つ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戒
律
に
対
す
る
三
論
宗
の
基
本
的
立
場
を

明
示
し
て
、

仏
法
大
宗
、
唯
誠
与
勧
。
悪
止
明
二諸
悪
莫
作
ー
。謂
誠
門
也
。
善
行
則
諸
善

奉
行
、
明
二勧
門
一也
。
…
…
為
レ明
下仏
法
遠
二離
二
辺
ー
、顕
中
示
申
道
上。
…
…

悪
止
者
、
止
二凡
夫
二
乗
、
有
所
得
生
心
動
念
、
身
口
意
業
ー
。皆
違
二実
相
一

故
、
是
須
レ止
也
。
止
即
累
無
レ不
レ寂
。
善
行
者
、
実
相
法
身
、
是
第
一
善
。

(3
)

令
レ修
二行
之
ー
、謂
徳
無
レ不
レ円
也
。

と
い
っ
て
、
仏
法
は
誠
門
と
勧
門
の
二
門
よ
り
成
る
が
、
そ
れ
は
、
中

道
を
顕
示
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
乗
戒

と
大
乗
戒
の
相
違
に
つ
い
て
、
問
答
形
式
で

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い

る
。問

、

一
切
制
戒
、
皆
先
犯
、
然
後
以
制
耶
。

答
、
就
二釈
迦
声
聞
戒
ー
、如
レ此
耳
。
菩
薩
戒
、
皆
是
在
二華
台
上
ー
、舎
那
仏

(
4
)

説
。
爾
時
無
二起
悪
縁
ー
。此
是
頓
制
也
。

こ
の
よ
う
に
大
乗
戒
は
、
「
梵
網
経
」
と
同
じ

く
、
蓮
華
台
上

の
盧
舎

(5
)

那
仏
が
説
い
た
も

の
で
、
そ
れ
は

「仏
法
大
宗
、
以
二
飯
戒

ー為
レ
首
」

と
い
っ
て
、
三
宝
販
依
の

「
信
」
を
基
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
菩
薩
戒
と
は
何
で
あ
る

か

と
い
う

に
、
吉
蔵
は

「
法
華
義
疏
」
巻
二
、
序
品
第

一
に
、

明
二菩
薩
有
三
種
戒
ー
。一
息
二
一
切
悪
ー
。謂
摂
律
儀
戒
。
二
修
一二

切
善
ー
。謂

摂
善
法
戒
。
三
度
二
一
切
衆
生
ー
。謂
度
衆
生
戒
。
此
文
既
是
菩
薩
出
家
。
必

(
6
)

具
受
二三
戒
ー
。而
未
レ
行
二余
二
ー
。正
明
二是
摂
律
儀
一也
。

と
い
い
、
さ
ら
に
続

い
て
、
三
戒
は
何
を
も

つ
て
体
と
す
る
の
か
、

と

問
い
か
け
、
そ
れ
に
答
え
て

「
有
人
言
」
と
し
て
、

(
7
)

初
戒
以
二止
悪
一為
レ体
、
後
二
以
二行
善
ニ為
レ体
。

と
い
う
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
吉
蔵
は
、

こ
れ
ら
の
説
を
し
り
ぞ

け
て
、

(
8
)

今
明
、

三
戒
並
以
二
止
悪

一為
レ
体
。

と

い

い
、

止
悪

の

い

み

に

つ

い
て
、

つ
ぎ

の

よ
う

に

い

つ
て

い

る
。

初
戒
、

止
二
息
威
儀
之
悪
ー
、次

止
二不
レ
行
レ
善
之
亜
禦

後
止
二
不
レ
度
レ
人
之

悪
ー
。
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(9
)

故
初
受

レ
戒
時
、

具
ハ得

二
三
戒
殉
但
後
時
修
二
行
善
法
ー
、及
度
二衆

生
一耳
。

で

は
、

な

に
故

に

三
戒

を
説

く

の

で

あ

る

か
、

と

い
う

問

に

答

え

て
、息

一二

切
悪

一戒
、
後
得

二累

無
レ
不
レ
尽
果
ー
、行
一二

切
善

一戒
、

後
得
二
法
身
徳

無
ラ
不
レ
円
。

度
二
衆
生

一戒
、

亦
令
三
他
得
二
此

二
ー
。故
持

二於

三
戒
ー
、自

他
倶

(1
0
)

証
二法
身
ー
。

と
い
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
吉
蔵
は
、
当
時
の
仏
教
界
に
お
け
る
戒
体
説
に
つ
い
て
、

毘
曇
以
レ色
為
レ体
、
成
論
非
色
非
心
為
レ体
。
讐
喩

・
僧
舐
、
明
下
離
レ思
無
二

(
1
1
)

報
因
ー
、離
レ受

無
申
報
果
上。
故
以
レ
心
為

二
戒
体
ー
。

と

い
う

が
、

「
百

論

疏

」

巻

上

の
下

に

よ

る

と
、

右

の
文

は
、

(1
2
)

但
出

二得
戒
因
縁
ー
、不
三
別
明
二
其
体
ー
。当
時

是
適
レ
縁
為
レ
用

也
。

と

い

っ
て

い

る
が
、

吉

蔵

の
見

解

と

し

て
は
、

今
明
、

大
乗
適
二
縁
所
宜
ー
、無
レ
有
二定

執
ー
。若
有
二
定
執
ー
、即
成
二
謬
論
ー
、趣
二

(
1
3
)

向
閲
提
ー
。

と
い
っ
て
、
定
執
を
否
定
す
る
三
論
宗
的
発
言
で
結
ん
で
い
る
。
そ
し

て
さ
ら

に
、
戒
行
に
精
進
す
る
の
は
、
な
ん
の
た
め
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、

精
進
遍
策
二衆
行
ー
、戒
為
二万
徳
之
基
ー
。此
中
防
二凡
夫
二
乗
及
有
所
得
悪
ー
。故

名
為
レ
戒
。
持
二於
性
重
ニ故
言
ニ一具
戒
ー
、不
レ犯
二機
嫌
ー
、称
二威
儀
無
ラ閾
。
於

レ戒
有
レ三
。
一
清
浄
義
如
レ珠
。
二
円
正
無
レ闘
、
故
如
レ珠
。
三
戒
可
ニ宝

(1
4
)

重
ー
、故
如
レ
珠
。

と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
吉
蔵
は
小
乗
戒
奉
行
を
基
本
と
し
、
そ
の
上
に

大
乗
戒
を
展
開
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
え

る
。

以
上
が
、
「法
華
義
疏
」
で
説
く
と
こ
ろ
の
戒
観
の
全
体
像

で
あ

る

が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
具
体
的
に
説
明
し
た
も
の
に

「勝
髭
宝
窟
」
が
あ

る
。
そ
の
巻
上
末
の

「
不
思
議
大
受
章
第
二
」

に
お
い
て
、

つ
ぎ
の
よ

う
な
十
門
を
設
け
て
、
自
己
の
戒
律
観
を
展
開

し
て
い
る
。

〔
一
〕

ま
ず
、
第

一
の

「来
意
門
」
に
お
い
て
は
、

(
1
5
)

菩
薩
之
行
、
以
二止
悪
一為
レ本
。
故
前
明
レ受
レ戒
。

と
い
つ
て
、
菩
薩
行
の
根
本
は
止
悪
に
あ
り
、

止
悪
を
目
的
と
し
て
、

諸
戒
が
説
か
れ
て
い
る
ゆ
え
、
そ
の
諸
戒
を
受
け
る
必
要
性
が
あ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
仏
教
徒
と
し
て
の
証
は
、
ま
ず
三
販
を
受
け
、

つ
ぎ

に
受
戒
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し

て
未
来
の
報
に
つ
い
て

は
、

(
1
6
)

非
レ行
不
レ得
。
行
者
、
無
二悪
不
ラ止
、
無
二善
不
ラ行
、
ト無
二人
不
ラ度
。

と
い
い
、
さ
ら
に
浄
土
の
三
義
を
成
ず
る
た
め
に
、
三
聚
浄
戒
を
受
け

る
の
で
あ
る
と
し
て
、

息
二二
切
亜
ー
、得

王
無
レ繊
果
ー
。修
二
切
善
ー
、得
王

有
レ浄
果
ー
。度
二
一
切

人
ー
、得
ニ純
善
衆
生
、
来
二
生
其
国
一也
。

と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て

「菩
薩
地
持
経
」

に
基
づ
い
て
、
中
国
南

斉
時
代

(四
七
九
-
五
〇
二
)
に
成
立
し
た

と

い
う

「
菩
薩
婆
路
本
業

(1
7
)

経
」
の

「
大
衆
受
学
品
」
第
七
を
引
用
し

て
、
仏
教

に
飯
依
す
る
に

は
、
ま
ず

「
信
」
が
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仏
家
に
住
す
る

吉
蔵
と
大
乗
戒

(佐

藤
)

-3-



吉
蔵
と
大
乗
戒

(
佐

藤
)

に
は
、
「
戒
」
を
基
本
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
吉
蔵
は
、
僧
曼
や
智
蔵
等
の
浬
葉
師
説
を
破
す
る
た
め
に
撰
述

し
た

「
浬
藥
経
遊
意
」
に
お
い
て
、
興
皇
以
来
の
浬
繋
学
の
伝
統
を
承

受
し
て
、
三
論
宗
に
お
け
る
浬
葉
学
を
組
織
づ
け
、
さ
ら
に

「
大
乗
玄

論
」
巻
三
で
は
、
仏
性
義
十
門
分
別
を
説

き
、
「十
二
門
論
疏
」
で
は

「
八
不
即
中
道
仏
性
也
」
と
い
つ
て
、
浬
桑
経
と
の
関
係
を

一
層
濃
厚

な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
吉
蔵
は
こ
の
よ
う
な
浬
桀
学
の
立
場
か
ら
、

受
戒
の
必
要
性
を
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。

一
切
衆
生
、
皆
有
二
仏
性
ー
。悉
当
二成
仏
ー
。要
令
レ持
レ戒
、
然
後
見
レ性
。
戒

(1
8
)

即
是
引
二出
仏
性
ー
。是
故
受
レ戒
也
。

〔二
〕

第
二
の

「釈
名
門
」
で
は
、
菩
薩
戒
の
難
持
難
行
に
つ
い
て
、

菩
薩
戒
法
、
深
具
広
。
難
レ持
難
レ行
。
非
二
二
乗
所
ラ持
。

と
い
い
、

一
日

一
夜
戒
、
尽
形
寿
戒
、

尽
未
来
際
戒
に

つ
い
て
の
べ
た

後
に
、

(
1
9
)

若

一
受
二菩
薩
大
戒
ー
、錐
レ
経
三
八道
ー
、而
戒
法
不
レ失
。

と
い
つ
て
、
「婆
狢
経
」
が
主
張
す

る
菩
薩
戒

の

「
一
得
永
不
失
」
と

い
う
、
受
戒
の
功
徳
を
力
説
し
て
、
「理
路
経
」
の
戒
学

を
継
承

し
て

い
る
。

〔三
〕

第
三

の

「
受
戒
不
同
門
」
で
も
、
「婆
路
経
」
の

「大
衆
受
学

品
」
第
七
よ
り
引
用
し
な
が
ら
、
従
他
受
戒
、
自
誓
受
戒
に
つ
い
て
の

べ
で
い
る
。

一
者
、
諸
仏
菩
薩
在
前
受
、
得
二真
実
上
品
戒
ー
。二
者
、
諸
仏
菩
薩
滅
度
後
、

千

里
内
、

有
二
前
受

戒

菩

薩

一
者
、
請
下
為

二
法

師
ー
、教
中
授

我

戒
上、
我

前

礼

レ足
、

応
下
以
二
如
ヒ
是
語

一請
上。
「
大
尊

者
、

為
レ
師
、
授

二与

我

戒
ー
。」
其

弟

子

得

ニ一正
法
戒
ー
。是
中
品
戒
。

三
者
、

仏
滅
度
後
、
千

里
内
、

無
二
法
師

一之
時
、

応
在

二
諸
仏
菩
薩
像

前
ー
、胡

脆
合
掌
、

自

誓

受
レ
戒
。

応

二
如
レ是

言
ー
。「
我
某

甲
、

白

二
十
方
諸
仏
及
大
菩
薩
等
ー
、我
学
一二

切
菩
薩

戒

一者
。

是

下

品

戒
。

(
2
0
)

第
二
第
三
亦
如
レ是
説
。

と
。
そ
し
て
、
受
戒
の
順
序
を
説
明
し
て

(
2
1
)

次
令
レ
受
二三
飯
依
戒
法
ー
、次
令
三繊
二悔
三
世
罪
ー
、次
後
正
授
二十
無
尽
戒
ー
。

と
い
っ
て
い
る
。
だ
が
、
自
誓
受
戒
の
場
合

に
は
、
「
梵
網
経
」
の
い

う

「
好
相
」
を
条
件
と
し
て
い
な
い
か
ら
、
ど
の
程
度
、
自
誓
し
た
か

が
問
題
と
な
ろ
う
。
吉
蔵
は

「
菩
薩
地
持
経
」

を
引
用
し
て
、

(
2
2
)

菩
薩
戒
師
、
前
為
作
二掲
磨
ー
、然
後
授
レ戒
、
説
ニニ戒
相
ー
。乃
是
前
後
方
便
。

と
い
つ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
授
戒
の

一
般
的
形
式
で
あ
る
。
だ
が
吉
蔵

は
、
漏
磨
法
に
つ
い
て

(2
3
)

若
依

二
婆
路
経
ー
、戒
師
不
レ
作
二
潟
磨
方
法

一

と

い

い
、

そ

の
理

由

と

し

て
、

婆
路

・
梵

網
無
二
掲
磨

一者
、

或
可
二
前

(外
存
)
略
ー
。或

可
二
教

門

不

定
、

適

(2
4
)

レ時
而
用
ー
。

と
い
つ
て
、
菩
薩
戒
の
鵜
磨
作
法
が
多
種
多
様
で
あ
る
か
ら
、
時
処
位

に
応
じ
て
、
適
宜
に
用
い
る
と
い
う
構
え
を
示
し
て
い
る
。

智
顎
は

「
菩
薩
戒
義
疏
」
巻
上
に
お
い
て
、
当
時
存
在
し
た
菩
薩
戒

本
に
六
種
あ

つ
た
と
し
て
、
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道
俗
共
用
方
法
不
同
。
略
出
二
六
種
ー
。一
梵
網
本
、
二
地
持
本
、
三
高
昌
本
、

四
理
路
本
、
五
新
撰
本
、
六
制
旨
本
。
優
婆
塞
戒
経
偏
授
二在
家
ー
、普
賢
観

(2
5
)

受
戒
法
、
身
似
三
局
位
入
自
誓
受
法
ー
。

と
い
つ
て
い
る
。
吉
蔵
は

「
勝
髭
宝
窟
」
の
中
で

「
理
路
経
」
を
多
く

依
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
お
そ
ら
く
右

の
六
種
本
中
、

「婆
路
本
」
に
よ
る
受
戒
法
を
採
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
、

そ
の
受
戒
法
を
示
す
と
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

理
路
経
受
菩
薩
戒
法
、
前
礼
三
二
世
三
宝
ニ説三
、
次
受
二四
不
壊
信
ー
。販
依
仏
、

飯
依
法
、
販
依
僧
、
飯
俵
戒
説三
、
次
繊
ニ悔
十
悪
五
逆
等
一説三
。
次
説
二十
重
戒
ー
。

犯
者
失
二四
十
二
賢
聖
法
ー
。問
能
持
不
能答
。
然
後
結
二撮
三
販
ー
、重
騰
二前
十

重
戒
ー
、讃
歎
発
願
言
、
受
菩
薩
戒
者
、
超
二度
四
魔
ー
、越
三
二
界
苦
ー
、生
生
不

レ失
。
常
随
二行
人
ー
、乃
至
成
仏
。
若
不
レ受
レ戒
、
不
レ
名
二有
識
ー
。畜
生
無

レ異
、
常
離
三
二
宝
海
ー
。非
二菩
薩
ー
、是
邪
見
外
道
。
不
レ
近
二人
情
ー
、勧
二化
人
一

受
レ戒
功
徳
、
勝
レ造
二八
万
四
千
宝
塔
ー
。有
レ戒
犯
者
、
勝
二
無
レ戒
不
ラ犯
。

若
於
二
真
仏
菩
薩
前
一受
者
、
名
二上
品
戒
ー
。若
仏
滅
後
、
千
里
内
、
無
二仏
菩

薩
ー
、従
二前
受
者
ニ為
レ
師
、
名
二中
品
戒
ー
。若
千
里
内
、
無
二法
師
ー
、従
二仏
菩

(
2
6
)

薩
像
前
ー
、自
誓
受
者
、
名
二下
品
戒
ー
。

ま
た
吉
蔵
は
、
受
戒
時
の
戒
師
に
つ
い
て
、
「
婆
狢
経
」
の
説

に
従

っ
て
、
自
問
自
答
し
、

問
、
菩
薩
戒
師
、
為
レ用
二在
家
人
ー
、為
レ
用
ニ一出
家
人
ー
。

(
2
7
)

答
、
通
二於
道
俗
ー
。理
路
経
云
、
夫
妻
六
親
、
得
二互
為
ラ
師
也
。

と
い
つ
て
い
る
。

こ
の

「理
路
経
」
の
説
は
、
他
経
に
は
み
る
こ
と
の

で
き
な
い
新
し
い
見
解
で
あ
り
、
戒
律
思
想
史

上
注
目
す
べ
き
こ
と
で

あ
る
。
「理
路
経
」
の
撰
述
者
の
意
図
を
付
度
す
る

に
、
か
れ

ら
は

一

様
に
、
仏
教
の
理
想
実
現
の
た
め
に
は
、
道
俗

の
区
別
は
無
意
義
な
も

の
と
受
け
止
め
た
に
違
い
な
い
。
在
家
者
が
在
家
菩
薩

と
し

て
、
「
上

求
菩
提
、
下
化
衆
生
」
に
努
め
る
こ
と
が
、
出
家
者
の
陥
り
や
す
い
特

権
意
識
と
、
驕
慢
と
を
打
破
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
出
家
者
を
覚
醒
さ

せ
る
最
良
の
方
法
と
し
て
、
在
家
者
優
位
の
仏
教
運
動
を
推
進
す
る
こ

と
に
、
情
熱
を
傾
け
た
も
の
と
思
う
。

吉
蔵
自
身
も
、
破
邪
顕
正

の
旗
印
の
も
と
に
思
想
界
を
統

一
し
、
持

戒
持
律
の
日
常
生
活
に
お
い
て
も
意
識
の
転
換

を
計
ろ
う
と
試
み
た
結

果
が
、
「婆
路
経
」
を
重
視
す
る
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
と
受
戒
に
関
す
る
限
り
は
、
建
前
か
ら
す
れ
ば
、
出
家
よ
り
戒
を
受

け
る
の
が
正
当
で
あ
る
た
め
、
吉
蔵
も

「
百
論
疏
」
巻
上
の
下
に
お
い

(2
8
)

て
、
「
但
多
従
二出
家
人
輔受
耳
」
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
か

つ
た

の
で
あ

る
。ま

た
、
仏
菩
薩
像
の
有
無

と
、
自
誓
受
戒
に

つ
い
て
、

問
、
於
二仏
像
前
一受
レ戒
、
若
無
二仏
像
ー
、得
二自
誓
受
一不
。

答
、
依
二普
賢
観
経
ー
、但
虚
心
奉
二請
釈
迦
ー
、為
二和
上
ー
、文
殊
為
二閨
梨
ー
、弥

勒
為
ニ教
授
師
ー
、一
切
仏
為
二尊
証
ー
、一
切
菩
薩
為
二
同
学
ー
。不
レ論
二
有

(
2
9
)

レ像
無
ラ像
也
。

こ
の
仏
像
前
の
自
誓
受
戒

の
法

は
、
「
梵
網
経
」
第
四
十

一
軽
戒

に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、

ま
た
第
三
十
七
軽
戒
が
、
頭
陀
行
者
の
携
行
す
べ

吉
蔵
と
大
乗
戒

(佐

藤
)
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吉
蔵
と
大
乗
戒

(佐

藤
)

き
十
八
種
物
の
中
に
、
仏
菩
薩
像
を
数
え
て
い
る
が
、
尊
像
は
信
を
起

す
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
受
戒
に
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ

つ
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
る
に
吉
蔵
は
、

こ
の

「梵
網
経
」
の
尊
像
重
視
の
立
場
を

も
無
視
し
て
、
「
普
賢
観
経
」
に
よ

つ
て
、
尊
像
の
有
無
を
超
越
す
る
、

自
由
な
受
戒
法
を
展
開
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、
菩
薩
戒
の
授
受
の
功
徳
、

犯
戒
、
分
受
に

つ
い
て
も
、
「婆

路
経
」
の
説
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
。

(1
)若
能
教
一二
人
一出
家
、
授
二菩
薩
戒
ー
、勝
レ造
二
八
万
四
千
塔
ー
。其
受
レ戒

者
、
堕
ニ一在
菩
薩
之
数
ー
、超
二過
三
劫
生
死
之
苦
ー
。

(2
)有
レ
戒
而
犯
、
勝
二無
レ戒
不
ラ犯
。
有
レ犯
名
二菩
薩
ー
、無
レ犯
名
二外
道
ー
。

(3
)十
重
戒
中
、
有
レ受
二
一
分
ー
、名
一二
分
菩
薩
ー
。乃
至
二
分
三
分
、
若
受
二十

分
ー
、名
二具
足
受
戒
ー
。十
重
有
レ
犯
無
レ悔
、
得
レ使
二重
受
ー
。八
万
四
千
威

(3
0
)

儀
戒
、
尽
名
為
レ軽
。
有
レ犯
得
レ使
下悔
二過
対
首
一便
滅
上。

右
の
分
受
説
に
し
て
も
、
「
梵
網
経
」
が
十
重
戒
の
全
具
を
規
定

す
る

の
に
対
し
て
、
「理
路
経
」
の
説
く
十
無
尽
戒
の
分
受
説
を
支
持

し
た

吉
蔵
の
戒
観
は
、
形
式
的
な
全
具

よ
り
も
、
た

と
え
分
受

で
あ

っ
て

も
、
自
己
を
偽
わ
ら
な
い
菩
提
心
に
光
り
を
当
て
よ
う
と
試
み
た
の
で

あ
る
。

こ
う
し
た
分
受
の
主
張
は
、
中
国
で
突
然

に
生
じ
た
問
題

で
は
な

く
、
す
で
に

「増

一
阿
含
経
」
巻
二
十
、
「
僧
舐
律
」
巻
九
、
「大
智
度

論
」
巻
十
三
な
ど
に
み
え

て
い
る

の
で
あ

っ
て
、
中
国
人

に
と

っ
て

は
、
甚
だ
好
都
合
な
受
戒
法
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
「理
路
経
」
の
自
誓
受
戒
は
、
「
梵
網
経
」
が

「
好
相
」
を
条

件
と
す
る
の
と
違

っ
て
、
単
に
心
で
受
戒
を
決
意
す
る
だ
け
で
、
得
戒

で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
戒
体
は
得
ら
れ
な
い
筈
で
あ
る
。

然
ら
ば
、

こ
の
戒
体
発
得
と
は
何
を
い
う
か
、

こ
れ
が
つ
ぎ
の
項
目
で

あ
る
。

〔四
〕

第
四
の

「
戒
体
相
門
」
に
お
い
て
は
、

当
時
行
わ
れ
て
い
た
戒

体
説
に
言
及
し
て
、

毘
曇
以
二色
聚
一為
レ体
。
成
実
用
二
非
色
非
心
一
為
レ体
。
讐
喩
部
以
レ心
為

レ体
。
屡
路
云
、
一
切
菩
薩
凡
聖
戒
、
尽
臥
レ
心
為
レ体
。
心
若
尽
者
戒
則
尽
。

心
無
レ尽
故
戒
無
レ尽
。
故
六
道
得
レ受
レ戒
。
但
解
レ語
而
受
得
不
レ失
。
若

依
二理
路
一別
明
三
二戒
体
一者
、
摂
律
儀
戒
、
謂
十
波
羅
蜜
、
摂
衆
生
戒
、
謂

(3
1
)

慈
悲
喜
捨
。
摂
善
法
戒
、
所
謂
八
万
四
千
法
門
。

と
い
っ
て
い
る
。
思
う
に
戒
体
は
、
師
の
前
で
受
戒
を
誓
う
と
き
に
得

ら
れ
る
も
の
で
、
師
を
礼
拝
す
る
身
業
と
、
誓

い
を
の
べ
る
口
業
と
が

伴

っ
て
、
受
戒
は
成
立
す
る
。
故
に

「
倶
舎
論
」
で
は
、

こ
の
身
業
と

口
業
は
、
共
に
色
法
と
み
て
い
る
か
ら
、
有
部

の
戒
体
は
無
表
色
と
い

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
戒
に
は

「
防
非
止
悪
」
の
力
が
あ
り
、
菩
薩
戒
が

「
一
得
永
不

失
」
を
主
張
す
る
か
ら
、

心
を
重
視
す
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
「
成
実

論
」
で
は
戒
体
を

「
非
色
非
心
」
の
心
不
相
応
行
と
み
て
い
る
。
智
顎

の

「
菩
薩
戒
義
疏
」
に
は

「律
師
の
用

い
る
義
」
と
し
て
、
当
時
の
四
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分
律
宗
が
、
「非
色
非
心
」
の
戒
体
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
を
伝

え
て

(3
2
)

い
る
。
響

喩
者

も

「身
語
意
業
、

皆
此

一
思
也
」
と
い
っ
て
い
る
か

ら
、
三
業
は
す
べ
て
思
に
基
づ
く
と
み
て
い
た
。
吉
蔵
も

「婆
路
経
」

に
よ
つ
て
、
「
無
尽
の
心
」
を
三
聚
浄
戒
の
戒
体
と
み
て
い
た

と

い
え

よ
う
。

〔五
〕

第
五
の

「戒
所
対
治
門
」
で
は
、
三
聚
浄
戒

は
夫
そ

れ
三
惑

(3
3
)

(食
、
瞑
、
凝
)
を
対
治

し
、
「
又
此
三
戒
、
行
二二
乗
三
戒
悪
こ

と

い

つ
て
い
る
。

〔六
〕

第
六
の

「作
無
作
門
」
で
は
、

此
三
戒
並
有
二作
無
作
ー
。作
即
誓
心
、
無
作
即
従
レ
心
生
戒
、
遠
至
二

(3
4
)

菩
提
ー
。

と
い
う
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
凝
然
も

「律
宗
綱
要
」
の
中
で
、

由
レ作
発
二生
無
作
法
一故
。
無
作
即
作
所
生
之
体
。
恒
起
常
運
有
二勝
能
一故
。

(
3
5
)

三
聚
浄
戒
有
二作
無
作
ー
。

と
い
い
、
言
語
動
作

(作
礼
乞
戒
)
な
ど

の
作
業

(白
四
掲
磨
)
に
よ

っ

て
、
発
得
す
る
を
無
作
と
い
う
。

こ
の
無
作
は
長
時
に
わ
た

つ
て
、
身

口
二
業
の
非
を
防
ぐ
も
の
で
、
捨
戒
し
な
い
限
り
、
失
な
わ
れ
な
い
勝

能
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
吉
蔵
は
、
小
乗
は
無
作
を
も

つ
て
体
と

す
る
が
、

大
乗
菩
薩
は
、
作
無
作
の
両
者
を
体
と
す
る
と
い
っ
て
、
心

戒
重
視
の
立
場
を
明
示
し
た
。

〔七
〕

第
七
の

「
通
別
門
」
で
は
、
「
菩
薩
地
持
経
」
巻
五
を
引
用
し

て
、
三
聚
浄
戒
の
相
即
不
離
の
相
が
本
来
で
あ
る
が
、
「但
約
二立
意
不

(3
6
)

同
一故
、
分
為
レ
三
」
と
い
つ
て
い
る
。

こ
の
立
意
不
同
の
点
に
つ
い
て

の
べ
る
の
が
、

つ
ぎ
の

「
次
第
門
」
で
あ
る
。

〔八
〕

第
八
の

「
次
第
門
」
で
は
、
本
来
相
即
不
離
で
あ
る
三
戒
を
、

順
序
次
第
を
立
て
て
説
明
し
、
「
自
行
、
悪
を

息
む
」
の
が
摂
律
儀
戒

で
あ
り
、
「後
に
方
に
能
く
他
に
及
ぼ
す
」

の
が
摂
衆
生
戒

で
あ

り
、

「
自
行
化
他
、
必
ず
善
を
生
ず
」
る
か
ら
、
摂
善
法
戒
で
あ
る
と
説
明

し
て
い
る
。

〔九
〕

第
九

の

「因
果
門
」
で
は
、
「
摂
大
乗
論
」
巻
十

一
を
引
用

し

て
、
「
一
切

の
悪
を
息
む
」
を
断
徳

の
因
、

「
一
切
の
善
を
修
す
」
を
智

徳
の
因
、
「
一
切
の
衆
生
を
度
す
」
の
を
恩
徳

の
因
と
い
い
、
こ
の
三

聚
浄
戒
を
受
け
れ
ば
、
自
他
の

一
切
が
成
仏
す

る
と
い
っ
て
い
る
。

〔十
〕

第
十
の

「
大
小
門
」
で
は
、
吉
蔵

の
戒
学

の
全
体
像
と

し
て

の
、
大
小
乗
の
戒
観
を
展
開
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

(
小

乗
)

1
 
小
乗

は
重
受
な

し
。

2
 
小
乗

に
は
捨
戒
あ
り
。

3
 
小
乗

に
は
衆
を
簡

ぶ
こ
と
あ

り
。

4
 
小
乗

に
は
二
師
、

十
師
、

二

十
師
な

り
。

(
大

乗
)

1
 
大
乗

に
は
重
受
あ
り
。

2
 
大
乗

に
は
捨
戒
な
し
。

3
 
大
乗

に
は
衆
を
簡

ぶ
こ
と
な

し
。
故

に
奴
碑
畜
生
も
仏
語

を
解
す

る
者
は
、

皆
戒
を
受

く

る
こ
と
を
得
。

4
 
大
乗

に
は
唯

一
師
な
り
。

吉
蔵
と
大
乗
戒

(佐

藤
)
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吉
蔵
と
大
乗
戒

(
佐

藤
)

5
 
小
乗

は
二
業
を
防
す
。

6
 

小
乗

は

一
形
を
尽
す
。

7
 

小
乗

は
犯

に
随

つ
て
漸

に
制

す
。

8
 

小
乗

の
戒
は
定
数
あ
り
。
十

戒
よ
り
乃
至
五
百
な
る
が
如

し
ゅ

5
 
大
乗
は
三
業
を
防
す
。

6
 
大
乗
は
仏
果
に
至
る
。

7
 
大
乗
は
未
だ
犯
せ
ざ
る
に
頓

に
制
す
。

8
 
大
乗
は
不
定
な
り
。
或
は
六

重
、
或
は
八
重
、
二
十
八
軽
、

或
は
四
十
二
種
、
或
は
十
重

(3
7
)

四
十
八
軽
な
り
。

さ
て
、
「勝
蜜
経
」
は
、
勝
髪
夫
人
の
立
て
た
十
大
誓
願

と
三
大
願

に
よ

つ
て
、
大
乗
戒
の
特
色
を
明
示
し
て
い
る
が
、
吉
蔵
は
十
大
誓
願

に
対
す
る
五
師
の
説
を
掲
げ
て
、

第
五
師
云
、
初
五
摂
律
儀
、
中
四
摂
衆
生
、
後

二
投
善
法
。
此
五
、
随
レ人

(3
8
)

取
捨
。
但
今
用
第
五
師
釈
也
。

と
い
い
、
三
大
願
に
つ
い
て
も
、

初

一
願
自
行
、
成
二上
摂
律
儀
戒
ー
。第
二
外
化
願
、
成
二
上
摂
衆
生
戒
ー
。第
三

(3
9
)

護
法
願
、
成
二上
摂
善
法
戒
ー
。

と
い
う
。

こ
の
三
大
願
は
、
十
大
誓
願
を
要
約
し
た
も
の
と
も
い
え
よ

う
。
吉
蔵
は
三
聚
浄
戒
の
中
で
、
摂
善
法
戒
を
重
視
し
て
、

(
4
0
)

摂
善
即
是
正
法
。
摂
善
之
外
、
無
別
正
法
。

と
い
っ
て
、
そ
の
正
法
と
は
六
度
の
こ
と
で
あ
り
、
「摂
」
と
は
六
度

を
摂
す
る

こ
と
で
あ
る
と
し
て
、

摂
受
正
法
有
レ二
。

一
者
摂
行
、
謂
摂
受
正
法
、
摂
二受
六
度
等
万
行
ー
。二
者

(
4
1
)

摂
縁
、
菩
薩
行
二六
度
ー
、令
二

切
衆
生
、
皆
得
丙悟
レ道
入
乙
正
法
中
甲。

と
い
っ
て
、
大
乗
思
想
之
菩
薩
戒
と
を
会
通
せ
し
め
た
。
そ
し
て
仏
教

で
は
な
ぜ
戒
律
を
重
視
す
る
か
に
つ
い
て
、

(
4
2
)

戒
律

是
仏
法
寿
命
。

戒
律
住
故
仏
法
住
。

戒
律
滅
故
仏
法
滅
。

と

い

つ
て
、

哲

学

的

思

弁

に
長

じ

た
吉

蔵

が
、

摂

受

正

法

の
基

盤

と

し

て
、

戒

律

重

視

を

強

調

し

た
真

摯
・な
態

度

を

表

白

し

て

い

る

こ
と

は
、

注

目

す

べ
き

で

あ

る
。

1
 

大
正
蔵
巻

三
〇
・

三
三
上
。

2
 
大
正
蔵
巻

四
二
・

二
五
五
上
。

3
 

同
上
、

二
四
八
下
。

4
 
同

上
、

二
五
五
上
。

5
 
同

上
、

二
四

八
中
。

6
 
大

正
蔵
巻

三
四
・

四
七
四
下
。
7
8
9
1
0
1
1
 

同

上
。

12
 
大
正
蔵
巻

四
二
・

二
五
六
上
。

13
 
大

正
蔵
巻

三
四
・

四
七

四
下
。

14
 

同
上
、

四

七
五
中
。

15
 16
 
大
正
蔵
巻
三
七
・

二
〇

上
。

17

佐

藤
哲
英

「
天
台
大
師

の
研
究
」
七
〇
三
頁
。
1
8
1
9
2
0
大
正
蔵
巻

三
七
・

二
〇
中
。
2
1
2
2
2
3
2
4
 
同
上
、

二
〇
下
。

25
 

大
正
蔵
巻
四
〇
・

五
六

八
上
。

26
 

同

上
、

五
六
八
下
-
五

六
九
上
。

27
 

大
正
蔵
巻

三
七
・

二
〇
下
。

28
 

大

正
蔵
巻
四

二
・

二
五
〇
中
。

29
 

大

正
蔵
巻

三
七
・

二
〇

下
。

30
 
同

上
、

二

一
上
。

31
 
同

上
。

32
 
大

正

蔵

巻

二

七
・

五
八
七
。

3
3
 上
大

正
蔵
巻
三
七
・

二

一
上
。

34
 
同
上
、

二

一

中
。

35
 

大

正
蔵

巻

七

四
・

一
〇

下
-
一

一
上
。

36
 

大

正

蔵

巻

三

七

二

二

中
。

37
 
同
上
、

二

一
中
。

38
 

大
正
蔵
巻
三
七
・

一
二

下

39
 

同
上
、

二
六

上
。

40
 
同
上
、

二
四
中
。

41
 
同
上
、

三
四
下
。

42
 

同
上
、

四
三
下
。

(
駒
沢
大
学
教
授
・

文
博
)
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